
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．避難生活の状況 
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４．避難生活の状況 

 

（１）ペット同行避難者の状況 

 

熊本地震における同行避難の課題等について、ペット同行避難者からの情報収集を目的とし

て、アンケート調査を行った。 

調査対象者は、益城町総合運動公園、ピースウィンズ・ジャパンユニットハウス村、熊本市体

育館におけるペット同行避難者とした。 

調査期間は、益城町総合運動公園は平成 28 年 6 月 29 日～7 月 3 日、ピースウィンズ・ジャパ

ンユニットハウス村では平成 28 年７月 2 日～7 月 3 日、熊本市総合体育館では平成 28 年７月９

日～7 月 10 日に実施した。 

調査は対面によるヒアリングにより実施した。主なヒアリング内容は以下の通りである。 

・飼育されているペットの種類等 

・避難状況や避難理由等 

・避難時のペットの状況等 

・ペットに関して困ったこと、必要だと思う支援内容等 

・行政や避難所の管理者側の準備等について等 

これらのアンケート結果を集計し、以下にまとめた。 

 

  



 

166 
 

回答者の属性 

 

 

回答者の内訳（ヒアリング場所別） 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の内訳（男女別） 

 

 

 

 

 

 

回答者の内訳（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成 

 

  

 

 

 

 

 

  

男性

15%

女性

85%

益城町総合

運動公園

44%
PWJユニット

ハウス

42%

熊本市総合

体育館

14%

10代
2%

20代
3%

30代
8%

40代

15%

50代
24%

60代
29%

70代
17%

80代

以上

0%

不明

2%

単身

14%

夫婦のみ

22%２世代世

帯（親と

子）

52%

３世代世

帯（親と

子と孫）

10%

その他の

世帯

2%

ヒアリング場所 人数 割合（％）

益城町総合運動公園 26 44.1
PWJユニットハウス 25 42.4
熊本市総合体育館 8 13.6

TOTAL 59 100.0

性別 人数 割合（％）

男性 9 15.3
女性 50 84.7

TOTAL 59 100.0

年齢 人数 割合（％）

10代 1 1.7
20代 2 3.4
30代 5 8.5
40代 9 15.3
50代 14 23.7
60代 17 28.8
70代 10 16.9

80代以上 0 0.0
不明 1 1.7
合計 59 100.0

年齢 人数 割合（％）

単身 8 13.6
夫婦のみ 13 22.0
２世代世帯
（親と子）

31 52.5

３世代世帯
（親と子と孫）

6 10.2

その他の世帯 1 1.7
合計 59 100.0
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避難の理由 

 

 

 

 

避難の理由 

 

 

 

 

 

  

自宅の損壊
（全壊、半
壊、一部損
壊等を含
む）

自宅は大丈
夫だった
が、室内で
家財道具が
散乱等し、
生活が困難

余震への心
配（倒壊の
心配等）

ライフライ
ン（電気、
ガス、水道
等）が通じ
なかったた
め

食料等の調
達が困難で
あったため

その他

益城町総合運動公園 25 2 3 5 4 0

PWJユニットハウス 25 1 5 8 2 1

熊本市総合体育館 8 1 0 1 0 2

合計 58 4 8 14 6 3

「その他」の意見 

 土砂崩れの心配。 

 大家さんが（家屋を）崩すから出る

ように言われた。  

 ペットと一緒に暮らすため。 

 

【集計分析】 

 避難理由は、ほぼ全ての方が自

宅の損壊によるものであった。 
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車中泊の有無 

 

 

  
全体合計の割合 

 

 

車中泊の期間 

 
 

 
全体合計の割合 

 

 

 

  

車中泊
あり

車中泊
なし

計

益城町総合運動公園 13 13 26

PWJユニットハウス 20 5 25

熊本市総合体育館 2 6 8

合計 35 24 59

車中泊

あり

59%

車中泊

なし

41%

3日以内
4日以上1
週間未満

1週間以上

2週間未満

2週間以上

3週間未満
3週間以上 不明 計

益城町総合運動公園 6 3 2 0 1 1 13

PWJユニットハウス 2 1 5 6 6 0 20

熊本市総合体育館 1 0 0 0 1 0 2

合計 9 4 7 6 8 1 35

3日以内

26%

4日以上1週

間未満

11%

1週間以上2

週間未満

20%

2週間以上3

週間未満

17%

3週間以上

23%

不明

3%

【集計分析】 

 同行避難をされた方の内、半数以

上の方が車中泊をおこなってい

た。 

 ピースウィンズ・ジャパンのユニッ

トハウスに避難された方は、車中

泊をされていた方の割合が多い。 

【集計分析】 

 益城町総合運動公園に避難され

た方では、車中泊の期間が２週間

未満の方が大多数だった。 

 ピースウィンズ・ジャパンのユニッ

トハウスに避難された方では、３週

間以上など長期間車中泊をされて

いた方が多い。 
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〈２〉あなたのペットについてお聞かせください。 

A.あなたにとって、ペットはどのような存在ですか。 

（１つだけ） 

 

 

※数値はペットの種類毎の回答数を示したもの。 
 

     
全体合計の割合（犬）       全体合計の割合（猫） 

 

 

 

 

 

B.ペットの頭数 

【飼育頭数】  

  

飼育頭数（犬）           飼育頭数（猫） 

 

 

 

ペットの種類

家族の一員・
伴侶動物

家を守ってく
れる番犬

（犬の場合）

心を和ませた
り、楽しませ
てくれる存在

計

犬 44 0 4 48
猫 14 0 4 18
その他 1 0 1 2

家族の一

員・伴侶動

物

92%

心を和ませ

たり、楽しま

せてくれる

存在

8%

家族の一

員・伴侶動

物

78%

心を和ませ

たり、楽しま

せてくれる

存在

22%

1頭
69%

2頭
25%

3頭
4%

4頭以上

2%

1頭
62%

2頭

38%

3頭
0%

4頭以上

0%

【集計分析】 

 犬、猫ともに「家族の一員・伴侶動物」という意見が大部分であった。 

【集計分析】 

 多頭飼育の割合は、犬では 31％、猫では 38％であった。 
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〈３〉震災前の普段のペットの詳細についてお知らせください。現在、一部のペッ

トと別々にお住まいになっている場合も、そのペットも含めてお答えください。 

 

飼育場所 

 

 

    

全体合計の割合（犬）       全体合計の割合（猫） 

 

 

 

 

 

 

屋内 屋外
半屋内

（軒下、屋根付
きガレージ等）

その他 計

犬 40 5 2 1 48

猫 17 1 0 0 18

その他 3 0 0 0 3

屋内

82%

屋外

10%

半屋内（軒下、

屋根付きガレー

ジ等）

4%

その

他

2%

不明

2%

屋内

87%

半屋内（軒下、

屋根付きガレー

ジ等）

13%

【集計分析】 

 犬、猫ともに、震災前から屋内飼いのペットが多い。 
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〈４〉平時から、避難袋は用意していましたか。 

 

避難袋の準備 

 
 

 

全体合計の割合（人用）       全体合計の割合（ペット用） 

 

  

準備していた
準備していな

かった
計

人用 10 49 59
ペット用 6 53 59

準備し

ていた

17%

準備してい

なかった

83%

準備してい

た

10%

準備してい

なかった

90%

【集計分析】 

 避難袋の準備は、人用、ペット用ともに準備をしていない方が多かった。 



 

172 
 

〈５〉避難生活の時期別の様子について教えてください。 

A.飼い主さまは、どこに避難しましたか。複数ある場合は、主に避難していた場所の

数字をお選びください。 

 

 

 

 
時期別の避難先  

 

【集計分析】 

・発災当初は、指定避難所の他に車中泊や近くの公園などに避難する割合が

多かった。 

・発生から１ヶ月後には、車中泊の割合が減少した。 

・指定避難所へ避難された方の割合は、発災当初から変化は少ない。 

・車中泊が減少し、ユニットハウス村に移行している。 

発生当初
（4/14～
4/16）

発生１週間後
（4/23頃）

発生１ヶ月後
（5/16頃）

現在

指定避難場所（総合体育館等） 31 27 24 27
自宅等でのテント泊 3 2 1 0
車中泊 26 16 4 0
テント村（PWJ） 0 5 21 25
テント村（野口健氏） 0 1 1 0
仮設住宅 0 0 0 1
自宅に戻った 0 0 0 3
その他 14 8 8 3
不明 1 1 0 0

31

27

24

27

3

2

1

0

26

16

4

0

5

21

25

0

0

3

14

8

8

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発生当初

（4/14～4/16）

発生１週間後

（4/23頃）

発生１ヶ月後

（5/16頃）

現在

指定避難場所（総合体育館、

ミナミテラス、小学校等）

自宅等でのテント泊

車中泊

テント村／ユニットハウス村

（ピースウィンズ・ジャパン）

テント村（野口健氏）

仮設住宅

自宅に戻った

その他

不明

「その他」の意見 

① 発災当初 

 役場から体育館へ移動

 近くの公園 

 公民館 

 お子さんの務め先 

 自宅 

 コンビニ 

 知人宅 

 広場、空き地 

②発生 1 週間後 

 親戚の家、実家 

 体育館 

 公民館 

 車中と避難所 

 高校 

③発生 1 ヶ月後 

 実家、親戚の家 

 借家 

 被災者向け県営住宅 

 自衛隊のテント 

 公民館 
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B.飼い主さまは、なぜ、そこに避難しましたか。（いくつでも） 

 

【指定避難所を選んだ理由】 

 

 

 

指定避難所を選んだ理由（件数）  

 

  

自宅から近い
から

プライバシー
の確保

余震への心配
他の避難先に
関する情報が
なかったから

ペットと一緒
にいられるか
ら

その他

発生当初
（4/14～4/16） 18 1 10 3 7 9

発生１週間後
（4/23頃）

19 1 9 3 7 5

発生１ヶ月後
（5/16頃）

12 0 7 1 10 8

現在 13 0 6 2 12 7

18

19

12

13

1

1

0

0

10

9

7

6

3

3

1

2

7

7

10

12

9

5

8

7

0 10 20 30 40 50 60

発生当初

（4/14～4/16）

発生１週間後

（4/23頃）

発生１ヶ月後

（5/16頃）

現在

自宅から近いから

プライバシーの確保

余震への心配

他の避難先に関する情報が

なかったから

ペットと一緒にいられるから

その他
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【テント泊を選んだ理由】 

 

 

 
テント泊を選んだ理由（件数）  

 

 

 

 

  

自宅から近い
から

プライバシー
の確保

余震への心配
他の避難先に
関する情報が
なかったから

ペットと一緒
にいられるか
ら

その他

発生当初
（4/14～4/16） 1 0 1 0 1 1

発生１週間後
（4/23頃）

0 0 1 0 1 1

発生１ヶ月後
（5/16頃）

0 0 1 0 1 0

現在 0 0 0 0 0 0

1

0

0

0

1

1

1

0

1

1

1

0

1

1

0

0

0 1 2 3 4 5

発生当初

（4/14～4/16）

発生１週間後

（4/23頃）

発生１ヶ月後

（5/16頃）

現在

自宅から近いから

プライバシーの確保

余震への心配

他の避難先に関する情報がな

かったから

ペットと一緒にいられるから

その他
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【車中泊を選んだ理由】 

 

 

 
車中泊を選んだ理由（件数）  

 

 

 

  

自宅から近い
から

プライバシー
の確保

余震への心配
他の避難先に
関する情報が
なかったから

ペットと一緒
にいられるか
ら

その他

発生当初
（4/14～4/16） 18 1 11 1 11 4

発生１週間後
（4/23頃）

8 1 5 1 11 2

発生１ヶ月後
（5/16頃）

3 0 2 0 3 0

現在 0 0 0 0 0 0

18

8

3

0

1

1

0

0

11

5

2

0

1

1

0

0

11

11

3

0

4

2

0

0

0 10 20 30 40 50

発生当初

（4/14～4/16）

発生１週間後

（4/23頃）

発生１ヶ月後

（5/16頃）

現在

自宅から近いから

プライバシーの確保

余震への心配

他の避難先に関する情報が

なかったから

ペットと一緒にいられるから

その他
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C.そのとき、ペットはどのような環境にいましたか。（それぞれ１つだけ） 

【Ⅰ．犬を飼っている方】 

 
 

 

 

C.そのとき、ペットはどのような環境にいましたか。（それぞれ１つだけ） 

【Ⅱ．猫を飼っている方】 

 

※不明はその他としてカウントした。 
  

ペットと一
緒に避難し
た

ペットと一
緒に避難し
たが、避難
後、ペットだ
け自宅に戻
した

ペットを自
宅に置いて
避難した

【発生当
初】ペットを
知人に預け
た

【発生当
初】その他

避難施設
の室内で同
居（夜を一
緒に過ご
す）

避難施設で
別居（一時
預かり）※
夜はペット
を避難施設
に預ける

避難施設で
別居（避難
施設外飼
育）※夜は
ペットを車
の中等、避
難施設外で
過ごさせる

ペットを自
宅に戻した

ペットを知
人に預けた

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

39 2 4 0 3 0 0 0 0 0 0

発生１週間
後
（4/23頃）

0 0 0 0 0 26 0 4 5 1 13

発生１ヶ
月後
（5/16頃）

0 0 0 0 0 30 5 4 4 0 5

現在 0 0 0 0 0 28 15 2 2 0 1

ペットと一
緒に避難し
た

ペットと一
緒に避難し
たが、避難
後、ペット
だけ自宅に
戻した

ペットを自
宅に置いて
避難した

【発生当
初】ペットを
知人に預
けた

【発生当
初】その他

避難施設
の室内で
同居（夜を
一緒に過ご
す）

避難施設
で別居（一
時預かり）
※夜はペッ
トを避難施
設に預ける

避難施設
で別居（避
難施設外
飼育）※夜
はペットを
車の中等、
避難施設
外で過ごさ
せる

ペットを自
宅に戻した

ペットを知
人に預けた

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

8 0 3 0 6 0 0 0 0 0 1

発生１週間
後
（4/23頃）

0 0 0 0 0 7 0 0 1 0 10

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

0 0 0 0 0 6 1 0 1 0 10

現在 0 0 0 0 0 6 5 1 0 0 6
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D.前問でお答えになったペットの避難環境について、何故、そうなりましたか。（いく

つでも） 

【Ⅰ．犬を飼っている方】 

 

 

 

 

D.前問でお答えになったペットの避難環境について、何故、そうなりましたか。（いく

つでも） 

【Ⅱ．猫を飼っている方】 

 

 

 

  

【一緒に避
難した理
由】一緒に
避難するの
が当然だか
ら

【一緒に避
難した理
由】一緒に
避難するよ
うに聴いた
ことがあっ
たから

【一緒に避
難した理
由】その他

【一緒に避
難しなかっ
た理由】避
難先で迷惑
がかかると
思ったから

【一緒に避
難しなかっ
た理由】避
難先で屋内
に受け入れ
てもらえな
かったから

【一緒に避
難しなかっ
た理由】避
難所敷地
内に入れて
もらえな
かったから

【一緒に避
難しなかっ
た理由】そ
の他

ペットは家
族だから

ペットと離
れて暮らす
のは不安
だったから

避難施設
のルール
だったから

ペットが他
の人に迷惑
をかけてし
まうから

他の選択
肢に関する
情報がな
かったから

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

42 4 0 2 0 0 3 0 0 0 0 0 0

発生１週間
後
（4/23頃）

0 0 0 0 0 0 0 35 13 6 11 2 4

発生１ヶ
月後
（5/16頃）

0 0 0 0 0 0 0 34 15 7 8 3 3

現在
0 0 0 0 0 0 0 36 16 9 4 3 5

【一緒に避
難した理
由】一緒に
避難するの
が当然だか
ら

【一緒に避
難した理
由】一緒に
避難するよ
うに聴いた
ことがあっ
たから

【一緒に避
難した理
由】その他

【一緒に避
難しなかっ
た理由】避
難先で迷惑
がかかると
思ったから

【一緒に避
難しなかっ
た理由】避
難先で屋内
に受け入れ
てもらえな
かったから

【一緒に避
難しなかっ
た理由】避
難所敷地
内に入れて
もらえな
かったから

【一緒に避
難しなかっ
た理由】そ
の他

ペットは家
族だから

ペットと離
れて暮らす
のは不安
だったから

避難施設
のルール
だったから

ペットが他
の人に迷惑
をかけてし
まうから

他の選択
肢に関する
情報がな
かったから

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

8 0 2 0 1 0 8 0 0 0 0 0 0

発生１週間
後
（4/23頃）

0 0 0 0 0 0 0 10 6 0 1 0 6

発生１ヶ
月後
（5/16頃）

0 0 0 0 0 0 0 9 6 0 1 0 7

現在
0 0 0 0 0 0 0 12 6 3 0 0 4
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E.この時期、ペットに関して、困ったことがありましたか。（いくつでも） 

【Ⅰ．犬を飼っている方】 

 

 

 

 

 

E.この時期、ペットに関して、困ったことがありましたか。（いくつでも） 

【Ⅱ．猫を飼っている方】 

 

 

 

 

  

ペットの行
動（鳴き声・
排泄・他）

ペット用物
資の不足
（フード・水・
トイレシート
等）

獣医師の
不足

ペットの居
場所

他の避難
者との関係

避難管理
者との関係

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

20 10 4 16 8 2 4

発生１週間
後
（4/23頃）

16 12 5 18 9 3 3

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

12 4 1 6 6 1 3

現在
8 1 1 1 3 0 4

ペットの行
動（鳴き声・
排泄・他）

ペット用物
資の不足
（フード・水・
トイレシート
等）

獣医師の
不足

ペットの居
場所

他の避難
者との関係

避難管理
者との関係

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

1 1 2 1 0 0 6

発生１週間
後
（4/23頃）

1 1 2 1 0 0 4

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

0 1 1 0 0 0 4

現在
0 1 0 0 0 0 3
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F.この時期、ペットに関して、どういう支援が必要だと思いますか。（それぞれ３つま

で） 

【Ⅰ．犬を飼っている方】 

 

 

 

 

 

F.この時期、ペットに関して、どういう支援が必要だと思いますか。（それぞれ３つ

まで） 

【Ⅱ．猫を飼っている方】 

 

 

 

  

ペット用物
資（フード・
水・トイレ
シート等）

獣医師 ペットとの
同居場所

ペットを預
かってもら
える場所

ペットとの
生活に関す
る情報提供

ペットに関
する相談相
手

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

24 8 36 17 13 2 1

発生１週間
後
（4/23頃）

22 14 30 18 13 1 2

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

17 11 26 19 11 2 1

現在
11 6 19 17 7 5 3

ペット用物
資（フード・
水・トイレ
シート等）

獣医師 ペットとの
同居場所

ペットを預
かってもら
える場所

ペットとの
生活に関す
る情報提供

ペットに関
する相談相
手

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

6 1 10 3 0 1 1

発生１週間
後
（4/23頃）

6 2 10 2 0 1 1

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

7 2 10 3 0 1 0

現在
8 1 7 3 1 1 0
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G.この時期、ペットに関して、どんな支援が役立ちましたか。（それぞれ３つまで） 

【Ⅰ．犬を飼っている方】 

 

 
 

 

 

G.この時期、ペットに関して、どんな支援が役立ちましたか。（それぞれ３つまで） 

【Ⅱ．猫を飼っている方】 

 

 
 

 

  

ペット用物
資（フード・
水・トイレ
シート等）

獣医師 ペットとの
同居場所

ペットを預
かってもら
える場所

ペットとの
生活に関す
る情報提供

ペットに関
する相談相
手

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

28 3 12 5 2 1 1

発生１週間
後
（4/23頃）

32 9 15 5 2 1 1

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

29 14 18 13 4 4 1

現在
28 8 21 21 7 3 1

ペット用物
資（フード・
水・トイレ
シート等）

獣医師 ペットとの
同居場所

ペットを預
かってもら
える場所

ペットとの
生活に関す
る情報提供

ペットに関
する相談相
手

その他

発生当初
（4/14～
4/16）

4 0 4 1 0 1 2

発生１週間
後
（4/23頃）

6 1 5 0 0 1 2

発生１ヶ月
後
（5/16頃）

6 2 5 5 0 1 1

現在
18 10 4 6 10 0 2
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H.この時期、ペットはあなたにとって、どのような存在でしたか。 

【Ⅰ．犬を飼っている方】 

 

 
 

 

評価 1 2 3 4 5 6 7

発生当初
（4/14～4/16） 2 1 0 5 3 3 33

発生１週間後
（4/23頃）

0 0 1 4 2 4 36

発生１ヶ月後
（5/16頃）

1 0 1 1 0 2 43

現在 0 0 0 2 0 3 43

いないほうが良かった　　　　　　　　　　　　　　　いて良かった
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H.この時期、ペットはあなたにとって、どのような存在でしたか。 

【Ⅱ．猫を飼っている方】 

 

 

 

 

評価 1 2 3 4 5 6 7

発生当初
（4/14～4/16） 2 0 1 2 0 0 11

発生１週間後
（4/23頃）

0 1 0 2 0 0 13

発生１ヶ月後
（5/16頃）

0 0 1 1 0 0 13

現在 0 0 0 0 0 0 16

いないほうが良かった　　　　　　　　　　　　　　　いて良かった
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（２）仮設住宅におけるペットの飼養状況 

 

① ペット飼養者へのヒアリング 

熊本地震に伴い設置された仮設住宅においてペット飼養者へのヒアリング調査を行いまし

た。ヒアリング調査では、間取り、家族構成、ペット飼養数、飼養の現状とペット飼養に関

して困っていることについて伺いました。その結果、異なる 2 地区の仮設住宅に入居する計

5 世帯のペット飼養者から以下のような回答が得られました（表 4-2-1）。 

 

表 4-2-1 

間取り 
ペット

飼養数 

居住

人数 
現状 困っていること その他 

2DK

（4 畳

半× 2

＋DK 

犬 2 頭

（小型） 

猫 2 頭 

3 名 ・入居当所は室内にケ

ージを置いていたが、

手狭なため現在はケ

ージを使用していな

い。 

・犬の散歩は 4 回／

日。排泄はできるだけ

散歩時にさせている。

・小型犬のため吠えや

すい。 

・排泄のためもあり散

歩に頻繁に行く必要が

ある。 

・たまに室内で排泄し

てしまう時もある。 

・犬を走らせる場所が

ない。 

・ノーリードの大型犬

がいる。 

・よく吠える犬がいて

鳴き声が聞こえる時が

ある。 

 

2DK

（4 畳

半× 2

＋

DK） 

犬 1 頭

（小型） 

猫 1 頭 

3 名 ・犬は 3～4 時間おき

に排泄のため外に出

す（老犬のため排泄間

隔が短い）。 

・猫用 3 段ケージは間

取りの問題（ブレーカ

ーの位置）により 2 段

（上猫、下犬）で使用。

・外が見えるように窓

際にケージを置きた

いが雨の吹き込みが

心配。 

・排泄のこともあり散

歩（10～15 分程度）は

他人のいない仮設団

地外周に出るように

している。 

 

特になし ・ペットがいることで

コミュニケーションの

きっかけとなる場合が

ある。 

・避難所で一緒にいた

人とは交流があるが、そ

の他の人とは交流が無

く、ペットのいる人たち

で集まるようなことは

皆さんしようとしない。
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2DK

（4 畳

半× 2

＋

DK） 

猫 2 頭 2 名 ・仮設は狭いので外に

出たいというアピー

ルが強かった。 

・鳴き声がうるさいた

め 1 頭は外に出すこ

ともある。 

・外に出す猫は必ず排

泄は室内でする。 

・仮設入居当所は猫が

環境に慣れないため

か下痢をしていた。 

・鳴き声がうるさいた

め夜中に自宅に連れ

て帰ったこともあっ

た。 

・ストレスで毛をかき

むしったり、抜けたり

した。 

・遊び場がない。 

・猫砂などの費用が負

担になっている。 

特になし 

1DK

（4 畳

半 ＋

DK） 

犬 1 頭 

（大型） 

1 名 ・防犯面から自宅敷地

内にある両親の住む

プレハブで飼ってい

たが、犬がすごく痩せ

てしまったため仮設

に連れてきた。 

・散歩は 2 回／日。 

・排泄は散歩時にさせ

ている。 

・ケージには入れずに

室内飼養している。 

・散歩中の犬のオシッ

コについて苦情がある

場合もある。 

・大型犬のため散歩中

は気を遣う。 

・ケージはあるが入れ

ると鳴く。 

・ペットの糞尿の問題 

・鳴き声の問題 

・旅行に行く際などに

預けておける場所がな

い。 

・仮設での意志決定が

なかなか進まない。 

・管理者に相談しても

何もしてくれない。 

・公園が遠くペットの

遊び場がないが、子ど

もの遊び場とゲートボ

ール場が欲しいとの声

がある中でペットの遊

・飼い主どうしが集ま

れる場所があればだい

ぶ違うと思う。 

・動物ボランティアど

うしの連携がとれてい

ないため住民が困惑す

る。 

・お知らせを掲示板に

貼るだけでは住民は見

ていない。 

・猫を常にケージ内で

飼養している（ケージ外

に出さない）人もいる。

・猫の飼い主間のコミ

ュニケーションはなか

なか取られていない印

象。 

・犬が他の犬を噛んだ

りする問題があった。 
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び場が欲しいとは言い

にくい。 

・獣医師会も巡回して

欲しい。 

2DK

（4 畳

半× 2

＋

DK） 

猫 1 頭 3 名 ・部屋が狭いので窓か

ら外が見られるよう

にしてあげている。 

・窓等を開ける時は猫

が脱走しないように

気をつけている。 

・室内で放し飼いにし

ており、ケージは使用

していない。 

・自宅よりも狭いため

運動不足で少し太っ

た。 

・仮設団地内の飼い主

間の交流はない。 

特になし 特になし 
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② ヒアリング結果のまとめと課題 

仮設住宅におけるペット飼養者の状況は様々でしたが、それぞれに仮設住宅でのペット飼

養について課題を抱えている場合が多く見られました。特に室内でのケージ飼養や排泄、鳴

き声などの問題について、多くのペット飼養者が課題として挙げていました。 

 

≪犬飼養における課題≫ 

・排泄は室外でさせているケースが多く、排泄のために頻繁に散歩に行く必要がある。また、

室外に出してもらうまでは排泄を我慢している犬が多く、我慢できない場合は室内のペッ

トシーツ以外の場所で排泄してしまう場合もある。 

・きちんと糞尿処理を行っていても散歩中の排泄について苦情を受ける場合がある。 

・ケージになれていない犬の場合、ケージに入れると鳴いてしまう場合があり、鳴き声への

苦情が出る可能性があるためケージに入れずに室内飼育している世帯もある。 

・自由に運動させられる場所が近くにない。 

 

≪猫飼養における課題≫ 

・外に出たがる猫も多く、人が家を出入りする際に猫が逃げ出さないように注意が必要。 

・室内が狭く遊ばせる場所がない。 

 

≪犬・猫共通の課題≫ 

・糞尿への苦情。 

・鳴き声への苦情。 

・室内が狭く、ケージを置くスペースを確保できない。 

・ペット家族会または自治会が設置されておらず課題を挙げる場所がない。自治会等が設置

されていない、もしくは設置されていてもうまく機能していないことで、一部の飼養者に

ペット飼養に関する相談や苦情が集中している場合がある。 

・ペット飼養者どうしの情報交流の場（機会）がない。 

・支援活動を行っている動物ボランティアどうしの連携がとれていないため住民が困惑する

場合がある。 

 

これらのペット飼養者の抱える課題については、ペット飼養可の仮設住宅を設置している

自治体の把握課題にはほとんど挙がっていませんでした（「１．（３）③仮設住宅におけるペ

ットの飼養」参照）。自治体では、苦情や相談が挙がってこないため課題はないと考えがちで

すが、実際には飼養者は様々な課題を抱えており、それを相談する窓口がないなどの理由で

自治体が課題を把握するのが遅れている可能性が考えられます。ペット飼養者どうしの情報

交流の場や家族会等を機能させ、仮設住宅におけるペット飼養に関する課題について自治体

と飼養者、非飼養者が連携して課題の共有と対応を行っていくことが各仮設住宅設置地区に

おいて求められています。一方、飼養者から挙げられた課題の多くは、平時の飼養方法やし

つけ等に起因するものも多いことが特徴です。飼い主責任において平時からきちんとしたし

つけを行い、非常時に備えた飼養方法をとっていくことが飼養者側には求められます。 
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